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●今月の主な内容

小千谷市褒賞条例　市政に貢献された方々を表彰   2
転入・転出、住民票発行などの手続き   3
第34回　信濃川河岸段丘ウォーク   4
おぢやクラインガルテンふれあいの里で野菜づくりをはじめませんか？   5

○東京2020オリンピック聖火の展示（2月20日）

昨年3月にギリシャのアテネで採火された東京2020オリンピック聖火が
県内巡回として、総合体育館で展示されました。当日は開場前からおお
ぜいの方が列を作り、この日だけで約1,800人の方が来場されました。
聖火リレーで使用されるトーチは触ることもでき、さまざまなポーズで
記念撮影をしていました。

東京2020 
オリンピック聖火
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片山誠一
（千谷川1）

小川恭男
（元中子）

　
小
千
谷
市
が
誕
生
し
て
67
年
目
に
あ
た
る
3
月
10
日
㈬
、
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
9
人
1
団
体
の
方
々
を
小
千
谷
市
褒
賞
条
例
に
基
づ

い
て
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係
☎
83
・
3
5
0
7

小
千
谷
市
褒
賞
条
例
　
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

お知らせ

△町内会長永年勤続
（10年以上）

渡辺悦男
（上ノ山3）

△町内会長永年勤続
（10年以上）

△民生委員・児童委員
　永年勤続（12年以上）

吉原正幸
（高見）

坂詰義守
（小栗山）

△各種委員永年勤続
（15年以上）

瀬沼孝
（桜町（中））

△消防団員永年勤続
（25年以上）

△消防団員永年勤続
（25年以上）

北村道子
（平沢1）

△公益のために私財
　を寄附

佐藤弘吉・詠子
（東京都）

△公益のために私財
　を寄附

特定非営利活動法人
こいこいスポーツクラブ

おぢや

△県以上の表彰を受賞
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お知らせ

転
入
・
転
出
、
住
民
票
発
行
な
ど
の
手
続
き

住
所
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
異
動
の
届
出
が
必
要
な
と
き
と
必
要
な
届
出

届
出
が
必
要
な
と
き

必
要
な
届
出

他
市
区
町
村
（
海
外

含
む
）
へ
転
出
す
る

と
き

転
出
届

※
転
出
す
る
14
日
前
か
ら
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。

他
市
区
町
村
（
海
外

含
む
）
か
ら
転
入
し

た
と
き

転
入
届

※
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

　
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
前
住
所
地
で
転
出
手
続
き

　
を
済
ま
せ
て
か
ら
届
け
出
て
く

　
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き

転
居
届

※
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

　
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
人
／
本
人
、
世
帯
主
ま
た
は
同
居
の
親
族

■
届
出
場
所
／
市
民
生
活
課
、
片
貝
支
所
、
東
山
・
岩
沢
・

真
人
・
川
井
の
各
連
絡
所

■
必
要
な
も
の

▽
届
出
人
の
印
鑑

▽
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

　
な
ど
）

※
転
入
届
の
場
合
は
、
前
住
所
地
市
区
町
村
発
行
の
転
出
証

　
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
を
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
該
当
の
カ
ー
ド
）、
海
外
か

　
ら
の
転
入
の
場
合
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

　
・
介
護
保
険
証
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ

　
ー
ド
な
ど
、
所
有
し
て
い
る
も
の
は
全
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
手
数
料
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
83
・
3
5
0
9

市
役
所
窓
口
業
務
時
間
延
長

　
転
入
・
転
出
な
ど
に
伴
い
、
各
種
届
出
が
多
く
な
る
3
月

か
ら
4
月
に
か
け
て
、
市
役
所
窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長
し

ま
す
。

■
実
施
期
間
／
3
月
25
日
㈭
～
4
月
7
日
㈬
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

■
業
務
を
延
長
す
る
時
間
／
午
後
7
時
ま
で

■
業
務
を
延
長
す
る
課
と
主
な
業
務
内
容

窓
口
業
務
を
延
長
す
る
課

主
な
業
務
内
容

市
民
生
活
課
市
民
係

☎
83
・
3
5
0
9

戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
旅
券
に
関

す
る
こ
と

市
民
生
活
課
国
保
年
金
係

☎
83
・
3
5
1
6

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
、
国
民
年
金
に

関
す
る
こ
と

税
務
課
管
理
収
納
係

☎
83
・
3
5
0
8

納
税
・
所
得
の
証
明
に
関
す

る
こ
と

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

引
っ
越
し
な
ど
の
連
絡
は
お
早
め
に

　
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
を
中
止
ま
た
は
開
始
す
る
と
き

は
、
事
前
に
ガ
ス
水
道
局
へ
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
た
い
へ
ん
混
み
合
う
た
め
、
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
使
用
を
中
止
す
る
と
き

▽
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
立

　
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ー
タ
ー
が
屋
内

　
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
お
客
さ
ま
の
立
ち
会

　
い
が
必
要
で
す
。

▽
中
止
ま
で
に
使
用
し
た
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
料
金

　
の
精
算
方
法
は
、
受
付
時
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

▽
使
用
料
金
の
精
算
に
は
、
ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
検
針
が
必
要
で
す
。
お
客
さ
ま
か
ら
メ
ー
タ
ー
周
り

　
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
使
用
を
開
始
す
る
と
き

▽
ガ
ス
の
使
用
開
始
に
は
、
必
ず
ご
本
人
か
ご
家
族
、

　
ま
た
は
家
主
の
方
の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。
立
ち

　
会
い
に
要
す
る
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

▽
水
道
の
み
の
使
用
開
始
の
場
合
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外

　
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
立
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

■
そ
の
他

▽
水
道
と
一
緒
に
下
水
道
を
中
止
ま
た
は
開
始
す
る
と

　
き
は
、
改
め
て
ご
連
絡
を
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

▽
メ
ー
タ
ー
の
閉
栓
・
開
栓
作
業
は
、
小
千
谷
管
工
事

　
協
同
組
合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
ガ
ス
水
道
局
お
客
さ
ま
係
☎
82
･
4

1
1
5
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■
期
日
／
4
月
29
日
㈷

■
参
加
資
格
／
新
潟
県
内
在
住
者
で
、
大
会
当
日
に

本
大
会
指
定
の
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
提
出

す
る
方

※
小
学
3
年
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
ま
た
は
責
任

　
の
あ
る
引
率
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法
／
要
項
添
付
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
要
項
ま
た
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
S                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
／
3
月
12
日
㈮
～
4
月
13
日
㈫

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
4
月
9

　
日
㈮
ま
で
。

※
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

▽
津
南
50
㎞
・
川
西
25
㎞
・
津
南
23
㎞
・
中
里
15
㎞

　
各
コ
ー
ス
の
出
発
時
間
に
合
わ
せ
て
臨
時
バ
ス
（
有

　
料
）
を
運
行
し
ま
す
。
運
賃
は
コ
ー
ス
、
乗
車
場

所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

▽
小
千
谷
12
㎞
コ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
前
の
、
小
千
谷
駅

か
ら
総
合
体
育
館
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
運
行

し
ま
せ
ん
。

▽
ゴ
ー
ル
会
場
（
サ
ン
プ
ラ
ザ
）
か
ら
小
千
谷
駅
、

総
合
体
育
館
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
無
料
で
ご

乗
車
い
た
だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他

▽
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

▽
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
へ
、
参
加
賞
と
大
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
ゴ
ー
ル
後
、
ゼ
ッ
ケ
ン
提
示
で
各
種
特
典
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

■コース・定員・参加料など

コース・距離 定員 出発場所 受付時間 出発時刻 ゴール時間 ゴール場所 参加料

津南50㎞ 150人
JR津南駅前
町営駐車場

午前5時30分
～6時

午前6時30分

午後5時30
分まで

サンプラザ

大人2,000円
中学生以下1,500円

川西25㎞ 150人
十日町市 
千手中央コミュ
ニティセンター 午前9時

～9時30分
午前10時

大人1,500円
中学生以下1,000円

津南23㎞ 150人
JR津南駅前
町営駐車場 十日町市

キナーレ
中里15㎞ 250人

十日町市
中里体育館

午前9時～10時※ 午後3時まで
大人1,000円
中学生以下500円

小千谷12㎞ 1,000人
小千谷市
総合体育館

午前9時30分～10時30分※ 午後4時まで サンプラザ

※中里15㎞、小千谷12㎞コースは、受付後随時出発です。当日は大会役員の指示に従い、受付や出発をしてください。

　

新
緑
の
美
し
い
河
岸
段
丘
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
12
㎞
か
ら
50
㎞

ま
で
5
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館

内
）
☎
83
・
0
0
7
7

http:
//www.skd-walk.com

△公式Twitter

　ハッシュタグ「#skdウォーク」
を付けて、大会参加中の写真をT
witterに投稿してください。受賞
した方へ、地元特産品などのプレ
ゼントがあります。

T
ツ イ ッ タ ー

witterフォトコンテスト

同時開催！

　詳細は、信濃川
河岸段丘ウォーク
の公式ホームペー
ジまたは公式Twitt
er（@skd_walk）
をご覧ください。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
！

第34回

平成31年撮影

平成31年撮影
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バラ・ハーブのボランティアを募集します

日帰り型農園の利用者募集！

　気軽に農作業をしたい方に野菜や花を育てる畑を
お貸しします。専門の指導員が親切丁寧に指導しま
すので、初心者でも安心です。
■面積／1区画50㎡
■年間利用料／1区画：9,770円
■その他／▷くわ、鎌、じょうろなどの農機具は無
　料で貸し出します。▷野菜の苗や肥料の斡

あ っ せ ん

旋も行
　います。

土づくり教室

　畑作業を始める前に基本の土づくりを学び、おい
しい野菜をつくりましょう。
■日時／4月10日㈯午前9時～正午
■内容／基本の土づくりを学ぶ講義
※実技はありません。
■定員／先着20人程度
■参加無料
■持ち物／筆記用具
■申込締切／4月3日㈯

らくらく野菜づくり教室 
「夏・秋野菜コース」

　夏から秋にかけて、畑の土づくりから苗植え、管
理、収穫まで一連の作業を学びます。育てた野菜は
お持ち帰りできます。
■日時・内容／4月～11月（いずれも日曜日、15回
　程度）午前8時30分～10時30分
▷4月18日㈰：オリエンテーション
▷5月3日㈷：土づくりなど（この日のみ月曜日）
▷5月9日㈰：苗植え、シバ作りなど
※以降の日程は野菜の生育状況により決めていきます。
■定員／先着10人程度
■作付け野菜／きゅうり、トマト、なす、とうもろ
　こし、枝豆、大根、人参、白菜、キャベツ、ブロ
　ッコリー、カリフラワーなど
■参加料／10,000円（資材、苗代ほか）
■服装・持ち物／作業の
　できる服装、長靴、軍
　手、雨具（農機具は貸
　し出します）
■申込締切／4月11日㈰

　初心者も大歓迎です。申し込みは随時受け付けます。申し込みの際は、
参加する方の氏名・住所・電話番号をお伝えください。
■申込・問い合わせ／おぢやクラインガルテンふれあいの里☎83-1722
　（N兼用）

バラボランティア

　ふれあいの里には、約160株のバラが咲き誇
るバラ園があります。バラについて学びながら
一緒に楽しく手入れをしませんか。
■日時／4月11日㈰以降の毎週日曜日、午前8
　時～10時（都合のつく日にご参加ください）
※4月11日㈰のみ午前8時30分に開始します。
■服装・持ち物／作業のできる服装、軍手、雨
　具など（剪定はさみ、皮手袋があると便利です）

ハーブボランティア

　生活の中にハーブを取り入れてみませんか。
収穫したハーブを使った小物作りやハーブティ
ーも楽しめます。
■日時／4月21日㈬以降の毎月第3水曜日、午
　前9時～11時（年に7～8回程度、都合のつく
　日にご参加ください）　　　　
■服装・持ち物／作業のできる服装、ゴム手袋、
　雨具など

おぢやクラインガルテンふれあいの里で

野菜づくりをはじめませんか？
　越後三山や信濃川を望める最高のロケーションで、自分の手で野菜を
作ってみませんか。家庭菜園に興味のある方、自然や植物に癒されたい
方は大自然に囲まれたふれあいの里をぜひご利用ください。
■会場／おぢやクラインガルテンふれあいの里
■申込・問い合わせ
▷おぢやクラインガルテンふれあいの里☎83-1722（N兼用）
▷観光交流課地域振興係（市役所分庁舎内）☎83-3512
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2月28日～3月7日　絵紙と小千谷のひいな祭り　

絵紙で彩るひいな祭り

2月19日～ 3月8日　北朝鮮による拉致問題を考
える巡回パネル展

拉致問題を考える

2月19日～ 3月8日　「それ、本当にぶちゃるの？
イラストコンクール」応募作品展示

個性豊かな作品が集まる

2月20日　図書館リサイクル市

読書を楽しもう
2月20日　鳥追い

今年の豊作を願って

サンプラザ2階のロビーで、拉致問題や特定失踪
者の問題について理解と感心を深めてもらうため
のパネル展が開催
されました。来場
者の男性は、「貴
重な資料ばかりで
した。ご家族の気
持ちを考えるとや
りきれないです」
と話されました。

サンプラザ2階のロビーで、ごみの減量への意識
を高めるために開催したイラストコンクールの応
募作品346点
が展示されま
した。ごみの
減量に対する
思いが込めら
れた個性豊か
な作品が集ま
りました。

田畑の害鳥を追い払う伝統行事の「鳥追い」がおぢやク
ラインガルテンふれあいの里で開催されました。新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策として掛け声などは大き
な声を出さずに行われ、参加者は立ち上がる大きな炎の
周りを歩きながら、鳥追い歌を口ずさんだり、拍子木を
打ち鳴らしたりして、今年の豊作を願いました。また、
今年は花火が打ち上げられ、来場者は火柱や会場周辺の
灯ろうと、花火のコラボレーショ
ンに見入っていました。

図書館の保存期限の過ぎた雑誌などを無料
で提供するリサイクル市が開催されました。
今年は新型コロナウイルス感染拡大防止対
策として、入場整理券の事前配布などを行
ったうえで開催され、380人が来場しまし
た。来場された方は、雑誌や小説、児童書
などの中から好みの本を選んで持ち帰って
いました。

小千谷では、ひな祭りの時季に絵紙と呼
ばれる浮世絵とひな人形を飾る風習があ
り、昔は子どもたちが近所の家に飾られ
たひな飾りを見て回っていたそうです。
現在、市内では約6,000点の絵紙が確認
されており、そのような風習を再現した

「絵紙と小千谷のひいな祭り」が、市内
各地で開催されました。また、今年は新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、
ひな人形の展示や和楽器演奏の動画をホ
ームページで配信しました。

市内商店

市内スーパー 市民会館

みんふうざによる 
和楽器演奏
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P
フ ォ ト

hoto N
ニ ュ ー ス

ews イベントの記事は、市ホームページでも公開しています！

そなえ館で行われ、親子連れな
ど11組27人が参加しました。最
初に親子などで協力しながら、
ジェルを使ってかわいらしいキ
ャンドルを作りました。次に、
災害時などに簡単に作れる新聞
紙スリッパ作りに挑戦しました。
会場では、完成したスリッパを
履き、楽しそうに歩く参加者の
姿も見られました。

2月13日　ジェルキャンドル＆防災グッズを作ろう

災害時に使える手作りグッズ

2月9日　全中出場選手表敬訪問

練習の成果を発揮
新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を円滑
に進めるため、ワクチン接種推進会議「チームお
ぢや」を設置しました。第1回の会議では、今後の
課題やスケジュールについて、情報を共有しました。
厚生連小千谷総合病院と小千谷市魚沼市医師会から
ご協力いただき、接種体制を整えていきます。

2月3日　ワクチン接種推進会議「チームおぢや」設置

早期終息にむけて
1月13日～15日に行われた新潟県中学校スキー
大会で優秀な成績を収められました。なお、全
国大会は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止となりました。
▷前列左より：渡邉琴葉さん（小千谷中3年）、
　藤塚美礼さん（片貝中2年）後列左より：塩
　川遊良さん（南中3年）、小堺陽日さん（片貝
　中2年）、大橋蔵人さん（小千谷中3年）

2月8日・9日　ひなまつりパーティー　

親子で楽しむひなまつり
わんパークで開催され、2日間で53組112人が参加
しました。参加者は、オリジナルのひな飾り作りや、
お内裏様に扮した職員と一緒に音楽に合わせて体を
動かすなど、少し早いひなまつりを楽しみました。
また、会場にはひなまつりにちなんだフォトコーナ
ーがいくつ
も用意され、
保護者のみ
なさんはお
子さんやお
孫さんのか
わいらしい
姿を撮影し
ていました。

新聞紙スリッパ
の完成！

2月18日　サケの稚魚放流　

大きくなって帰ってきてね
魚沼漁業協同組合とJR東日本の主催によるサ
ケの稚魚放流が、川井本田地内の信濃川河川敷
で行われました。体験学習として南小学校の2
・4年生が
参加し、バ
ケツに入れ
た体長約5
㎝の稚魚約
25,000尾
を放流しま
した。
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お
ぢ
や 

健
康
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
未
来
こ
ど
も
課

健
康
増
進
係
☎
83
・
3
6
4
0

　
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。
こ

の
時
期
は
、
卒
業
や
入
学
、
進
学
や
就
職

に
伴
う
転
居
、
職
場
の
配
置
転
換
、
退
職

な
ど
、
自
分
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
も

含
め
て
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
時
で
も
あ

り
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と

も
、
環
境
の
変
化
は
心
身
に
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
感
染
そ
の
も
の
へ
の
不
安

に
加
え
、
予
防
の
た
め
の
生
活
の
変
化
か

ら
心
身
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
多
く
の

人
が
「
コ
ロ
ナ
疲
れ
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。

持
続
す
る
コ
ロ
ナ
疲
れ
は
、
う
つ
病
な
ど

の
病
気
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
を
見
直
し
、
ス
ト
レ
ス
に

負
け
な
い
よ
う
に
心
と
体
の
抵
抗
力
を
高

め
る
健
康
習
慣
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
身
近
に

話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
い
う
場
合

は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0ナビ
ダ
イ
ヤ
ル

5
7
0
・
7な
や

み

8
3
・
0なし
2にい
5がた

（
年
中
無
休
、
24
時
間
開
設
）

自
殺
予
防
専
門
の
相
談
支
援
機
関

中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

支
援
セ
ン
タ
ー

　
本
人
か
ら
の
相
談
の
ほ
か
、
家
族
が
本
人
の

自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
心
配
な
場
合
な
ど
、

専
門
の
相
談
員
が
電
話
相
談
や
面
接
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※
面
接
相
談
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

☎
88
・
0
0
7
0
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

一
人
ひ
と
り
が
心
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
、

自
分
自
身
や
身
近
な
大
切
な
人
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

信
頼
の
で
き
る
情
報
を
得
て
、

情
報
の
過
剰
収
集
を
や
め
る

　「
正
し
い
情
報
」
は
不
安
を
取
り
除
く

た
め
に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
大
量
の

情
報
や
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
情
報
に
日

々
接
し
て
い
る
と
心
が
疲
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
情
報
の
収
集
は
、
時
間
や
回
数
を
決

め
る
な
ど
し
て
、
適
度
な
距
離
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
正

し
い
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

起
床
時
間
を
守
り
、

３
食
を
規
則
正
し
く
と
る

　
睡
眠
や
食
事
な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
は
、
心
身
の
疲
労
を
招
き
ま
す
。
毎
朝

定
刻
に
起
き
、
朝
日
を
浴
び
る
こ
と
で
体

内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

朝
食
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
で
体
が
活
動

モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
り
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

　
孤
立
や
孤
独
は
、
心
身
の
病
気
の
発
症

率
を
高
め
ま
す
。
不
安
や
心
配
は
誰
か
に

話
す
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な
り
ま
す
。

対
面
で
の
会
話
が
困
難
な
場
合
に
は
、
電

話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
連
絡
を
取
り
合

う
こ
と
も
大
切
で
す
。

楽
し
い
と
思
え
る
時
間
を
増
や
し
、

気
分
転
換
を
す
る

　
身
近
で
で
き
る
楽
し
み
を
思
い
つ
く
ま

ま
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。「
楽
し
い
」「
気

持
ち
が
い
い
」
と
思
え
る
時
間
を
増
や
す

と
で
心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
コ
ロ
ナ
疲

れ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を
す
る

　
不
安
や
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し

ま
う
と
、
不
眠
や
う
つ
病
な
ど
を
招
き
、

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
相
談
し
て
す
ぐ
に
解
決
に
つ
な
が
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
人
に
話
を
す
る

こ
と
で
問
題
を
整
理
で
き
た
り
、
解
決
の

糸
口
が
み
つ
か
っ
た
り
し
ま
す
。
一
人
で

悩
み
苦
し
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
心
の
健
康
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フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
運
動
器
科
学
講
座

が
ん
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
所
整
形
外
科
学
教
室

教
授　

川
島
寛
之

〇
健
康
寿
命
と
運
動
器
の
障
害

　
み
な
さ
ん
は
、「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。「
健
康
寿
命
」
と
は
、
健
康
上
の
問

題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
と
の
差
は
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
「
健
康
で

は
な
い
期
間
」
を
意
味
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
お
い
て
、
こ
の
差
は
男
性
8
・
84
年
、

女
性
12
・
35
年
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
自
立

度
の
低
下
や
寝
た
き
り
は
健
康
寿
命
の
大
敵
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
令
和
元
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、

そ
の
原
因
の
第
1
位
（
25
%
）
は
骨
折
転
倒
、
関
節
疾

患
や
脊
髄
損
傷
な
ど
の
「
運
動
器
の
障
が
い
」
に
よ
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
骨
・
関
節
・
軟
骨
・
椎
間
板

・
筋
肉
と
い
っ
た
運
動
器
の
い
ず
れ
か
、

あ
る
い
は
複
数
に
障
が
い
が
起
こ
り
、「
立

つ
」、「
歩
く
」
と
い
っ
た
機
能
が
低
下
し

て
い
る
状
態
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
と
言
い
ま
す
。

〇
が
ん
と
の
関
連

　
一
方
で
、
が
ん
の
発
生
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
二
人
に
一
人
は
生
涯
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
治
療
法
の
進
歩
に
よ
り
生
存

率
は
年
々
向
上
し
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の
う
ち
5

年
後
に
生
存
し
て
い
る
人
の
割
合
は
6
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
が
ん
に
か
か
る
人
の
割
合
は
上
昇
す

る
一
方
で
死
亡
す
る
人
の
割
合
は
低
下
し
て
お
り
、
が

ん
患
者
さ
ん
が
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
時
間
が
長
く
な

っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
が

ん
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
身
体
機
能
に

つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
「
健
康
」
な
状

態
で
い
た
い
、
と
い
う
思
い
は
み
な
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
に
お
い
て
は
、
骨
転
移
な
ど
「
が
ん
」

の
直
接
的
影
響
、
ま
た
は
「
が
ん
」
に
対
す
る
手
術
や

抗
が
ん
剤
な
ど
の
治
療
に
伴
う
間
接
的
影
響
、
さ
ら
に

が
ん
に
か
か
る
前
か
ら
持
っ
て
い
る
骨
・
関
節
疾
患
の

問
題
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
動
作
の
制
限
が
生
じ
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
対
し
て
、
手
術
治
療
を
含
め
た
積

極
的
な
治
療
介
入
を
早
期
か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
が

ん
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
改
善
し
、「
動
け
る
」
状
態

を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
が
ん
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
は
が
ん
と
と
も
に
日
常
生
活
を
営

ん
で
い
く
う
え
で
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
千
谷
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
そ
の

能
力
や
適
性
に
応
じ
、
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
小
千
谷
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議

会
の
市
民
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
／
2
人
（
委
員
総
数
：
14
人
）

■
任
期
／
5
月
1
日
～
令
和
6
年
4
月
30
日
（
3
年
）

■
内
容
／
年
3
～
4
回
程
度
（
平
日
の
日
中
）
開
催
さ

れ
る
小
千
谷
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
会
議
に
出
席

い
た
だ
き
、
市
民
委
員
と
し
て
積
極
的
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
す
。

■
謝
礼
／
会
議
に
出
席
し
た
際
は
、
謝
礼
を
お
支
払
し

ま
す
。

■
応
募
資
格
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

①
小
千
谷
市
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
小

　
千
谷
市
の
障
が
い
福
祉
施
策
の
推
進
に
関
心
の
あ
る
方

②
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
応
募
方
法
／
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切
／
3
月
24
日
㈬

■
選
考
結
果
の
通
知
／
4
月
下
旬
ま
で
に
選
考
結
果
を

応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
83

・
3
5
1
7
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富
久
寿
大
学
学
級
生
募
集

　
公
民
館
の
高
齢
者
学
級
「
富
久
寿
大
学
」

で
は
、
令
和
3
年
度
の
学
級
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
元
気
に
楽
し
く
有
意
義
な
毎

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
一
緒
に
学
習
し
ま

せ
ん
か
。

■
日
程
／
4
月
13
日
㈫
～
令
和
4
年
3
月

8
日
㈫
の
お
お
む
ね
第
2
・
4
火
曜
日

※
日
時
や
会
場
は
学
習
内
容
に
よ
っ
て
変

　
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間

▽
全
体
学
習
：
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
ク
ラ
ブ
活
動
：
午
後
1
時
～
3
時

■
会
場
／
市
民
会
館
ほ
か

■
対
象
／
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方

■
内
容

▽
全
体
学
習
：
講
演
会
、
軽
運
動
、
鑑
賞

　
会
、　
市
外
研
修
な
ど

▽
ク
ラ
ブ
活
動
：
文
芸
、
書
道
、
詩
吟
、

　
民
謡
、　
手
芸
、
民
踊
、
陶
芸
、
水
墨

　
画
、
盆
栽
・
園
芸
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
社

　
交
ダ
ン
ス

■
参
加
料
／
年
4
0
0
0
円
（
自
治
会
費
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
（
市
民
会
館
内
）
☎
82
・
9
1

1
1

「にっぽん縦断こころ旅」お手紙募集

防
災
ジ
ャ
ン
グ
ル
「
春
」

　
今
年
度
の
防
災
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
総
ま
と
め
と
な
る
親

子
向
け
防
災
学
習
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
5
つ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
て
地
震
へ
の
「
そ
な
え
」
を
学

び
ま
し
ょ
う
。
全
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
す
る
と
、

お
宝
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
日
時
／
3
月
25
日
㈭
～
4
月
4
日
㈰
（
た
だ
し
、
3

月
31
日
㈬
は
休
館
日
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
会
場
／
そ
な
え
館

■
内
容
／
防
災
ク
イ
ズ
な
ど

■
参
加
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
そ
な
え
館
☎
89
・

7
4
8
0

　NHK-BSプレミアム
で放送予定の、「にっぽ
ん縦断こころ旅（2021
春の旅）」で、俳優の火
野正平さんが新潟県を
訪れます。3月29日に
長崎県をスタートし、
日本海側を北上して夏
の北海道を目指します。
　この番組は、視聴者からの手紙で旅のルート
を決定するため、ぜひ小千谷市内の「忘れられ
ない場所、風景」にエピソードを添えて応募し
てください。

■新潟県の放送予定日／6月7日㈪～11日㈮
■応募内容／住所、氏名、電話番号、性別、年
　齢、思い出の場所、風景にまつわるエピソード
■応募方法／応募内容を次のいずれかの方法で
　お送りください。
▷番組ホームページ：Shttp://nhk.jp/kokor
　otabi
▷N03-3465-1327
▷郵送：〶150-8001　NHK「こころ旅」係
■応募締切／4月26日㈪必着
■問い合わせ／NHKふれあいセン
　ター☎0570-066-066または☎
　050-3786-5000

△写真提供：NHK

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止する主なイベント

開催日 イベント名 会場 問い合わせ

4月 船岡公園桜まつり 船岡公園 小千谷観光協会（市役所分庁舎内）☎83-3512

▷投稿者：hachimi
　tu_1023さん
▷撮影場所：塩殿
▷信濃川から立ち

上がる朝の川霧

小千谷市広報の 
Instagramを
チェック！

今月の「＃おぢフォト」
　「#おぢフォト」を付けてI

イ ン ス タ

nstag
グ ラ ム

ramに投稿
された画像の中から1枚を紹介します。
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お知らせ

■応募締切／3月31日㈬（はがきの場合は、
当日消印有効）

■当選発表／発送をもってかえさせていただ
きます。

2月号のクイズの答えは、①スノーシューで
した。

　問　題

　昨年3月に東京2020オリンピック
の聖火が採火された都市はどこ？
① 東京（日本） 
② ストーク・マンデビル（イギリス）
③ アテネ（ギリシャ）

4月　　　　 　　　　　　
　　　　　　お子さんやご家族が感染症にかかっている場合や発熱、咳、
　　　　　　発疹など普段と違う症状がある場合は、来所をご遠慮くだ
　　　　　　さい。別の健診日をご案内します。
　　　　　　

■乳幼児健（検）診（会場：あすえ～る）

健診名 対象 期日 受付時間・持ち物・その他

4か月児健康診査 令和2年11月生まれ 4月12日㈪

▷受付時間や持ち物などは個別に通知します。
▷番号札の事前配布は行いません。

10か月児健康診査 令和2年5月生まれ 4月13日㈫

1歳6か月児健康診査 令和元年9月生まれ 4月  8日㈭

2歳児歯科検診 平成31年3月生まれ 4月23日㈮

3歳児健康診査 平成30年3月生まれ 4月22日㈭

■医療機関で受ける検診（会場：厚生連小千谷総合病院※要予約、専用☎81-1610、平日午後2時～4時受付）

検診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他

先天性股関
節脱臼検診

生後
2～4か月児 4月21日㈬ 14:00～

15:00
受診票（出生届時に交付）、母
子健康手帳、テープ式オムツ

股関節エコー検査を行います。
直接病院に予約をしてください。

乳幼児の健康診査日程
■問い合わせ／健康未来こども課子育て
　応援係（あすえ～る内）☎83-3640

  広報クイズ
　クイズの答えと広報おぢやの感想を必ず記入して
ご応募ください。正解者の中から抽選で3人に「ち
ぢみの里利用券」をプレゼント！
■応募方法／郵便番号、住所、氏名と①クイズの答
　え②広報誌へのご意見・ご感想を、次の方法でお
　送りください。
▷はがき：〶947-8501企画政策課秘書広報係（住

所は記載不要）
▷ファクス：N83-2789
▷メール：Rplan-kh@city.ojiya.niigata.jp
▷市ホームページ専用フォーム（広報おぢや保管庫）

まちのうごき（2月26日現在）

人口と世帯　（　）内は前月比

男 17,100人　 （－ 25人）

女 17,363人　 （－ 31人）

合計 34,463人　 （－ 56人）

世帯数 12,615世帯 （－ 8世帯）

異動（2月届出分）

出生   16人

死亡   42人

転入   23人

転出   53人

今月の キッズフォト

増川　遼
りょう

くん 
（0歳6か月）
ママより♪
わんパークに行
ったり、音が出
るおもちゃで遊
んだりするのが
好きな遼。これ
からも元気で、
優しい子に育っ
てね。



新型コロナウイルス感染拡大防止のため、行事などが中止・延期になる場合があります。最新の情
報は市ホームページをご覧いただくか、事前にお問い合わせください。

令
和
3
年
3
月
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日
発
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広
報
お
ぢ
や

●
こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
優
し
い
紙
と
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

編集室 
だより

広報おぢやは次号から毎月1回25日発行になります。10日に発行するのは今回が最後です。新しい
スケジュールに慣れるまで時間がかかるかもしれませんが、今後もよろしくお願いします。よ

中心街に位置するホテル中心街に位置するホテル ￥５5０

諸事情によりお断りす
る場合もございます。
ご了承願います。

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー：190㌔㌍
▷たんぱく質：19.8㌘
▷脂質：9.8㌘

＜材料＞（2人分）

＜作り方＞
①豚ロース肉は一口大に切り、小松菜は3㎝の長さに切る。
②鍋に湯を沸かし、豚肉、小松菜を順に入れ、約1分ゆで
　てザルに取り、軽く抑えて水気を絞って粗熱をとる。
③ボウルに②とAを入れ、よく混ぜ合わせたら七味唐辛子

をふる。

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員
＜問い合わせ＞
健康未来こども課健康増進係（あすえ～る内）☎
83-3640

　春は環境の変化などで心が不安定になりやすく、
例年、月別自殺者数の最も多い3月は「自殺対策強
化月間」と定められています。体だけでなく、心の
健康のためにも食事は大切です。豚肉は吸収率の
良いヘム鉄を含む食材で、ゆでることで余分な油
が落ちて食べやすくなります。また、にんにくや
ごま油の風味が食欲をそそり、箸が進む1品です。
元気の出ないときこそしっかりおいしく食事をい
ただき、心と体の元気をつくりましょう。

▷炭水化物：5.7㌘
▷鉄：2.1㍉㌘
▷食塩相当量：1.0㌘

豚ロース肉（薄切り・赤身）   160㌘
小松菜   ½袋
　　塩こんぶ   大さじ1
　　おろしにんにく   少々
　　しょうゆ   小さじ1
　　酢   大さじ½
　　砂糖   小さじ1
　　ごま油   大さじ1
七味唐辛子   少々

元気の出ないときこそ、しっかり食べよう！ 

～豚肉と小松菜のうま塩和え～

  
有
料
広
告
掲
載
欄
※
本
紙
掲
載
の
広
告
に
つ
い
て
は
小
千
谷
市
が
保
証
・

　
推
奨
な
ど
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A｛

広告募集中
広報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。広報おぢやの広告掲載料は、この大きさ

（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回20,000円です。
詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係☎83-3507

ヤマハ
幼児科
  生徒募集中
3月中にお申し込みの方→入会金40％OFF
TEL83-3131←お問い合わせ
本町2-2-24（大光銀行トナリ）シマヤ楽器

4さい 
5さい

（
2
年
間
）

検 索ヤマハ音楽教室

12名


